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保育者養成短期大学 に お け る 、 卒業

　　　　保育職を退職 した者 の 退職理 由 と結婚退職 の 慣例 の 有無

生の 就職動向 と退職の 要 因 （そ の 2）

原 田 康 子 （和 泉短 期大学）

1　 研 究 の 目 的

　 保 育 者 養 成 短 期 大 学 を 卒 業 し て 、保 育 職 に 就 く者 は

大 変 多 い 。卒 業 生 の 職 場 に お け る 意 識 と 就 職 動 向 を 卒

業 年 度 別、職 種 別 に 驀 理 し 歴 史 的 、社 会 構 輩 的 変 化 を

と ら え る こ と は 、後 輩 に 重 要 な 教 育 的 資 料 を 提 示 し て

く れ る も の と 考 え る e

　 そ こ で 、過 去 10 年 間 に 遡 っ て 、職 場 に お け る 意 識

と 就 職 動 向、そ し て 退 職 の 要 因 を 明 ら か に す る 目的 で

卒 業 生 達 に ア ン ケ
ー

ト の 協 力 を 求 め 、昨 年 本 学 会 に お

い て 、保 育 職 に 就 い た 者 の 勤 務 継 続 状 況 に つ い て 報 告

し た。

　 今 回 は、勤 務 の 継 続 に つ い て の 意 識 と 保 育 職 を 退 職

し た 者 の 退 職 理 由、拮 婚 退 職 の 慣 例 の 有 無 に つ い て 報

告 す る 。

Il　 方 法 （郵 送 に よ る ア ン ケ ー ト調 査 ）

　   対 象 ： 1 短 期 大 学 の 1983 舘 度 卒 業 生 （1984

　 　 　 　 　年 3 月卒 業 ・卒 業 後 10 年 目〉 か ら 、1992

　 　 　 　 　年 度 卒 業 生 （工 993 年 3 月 卒 業 ・卒 業 後

　 　 　 　 　 1 年 未 満 ） ま で の 卒 業 生 803 入 g 回 収 率

　 　 　 　 　 は 30 ％ 〔240 人 ） で あ っ た 。．

　   調 査 時 期 と 内 容 ： 1993 年 8 月 上 旬 に 、質 問 紙

　 　 　 　 　 を 卒 業 生 に 郵 送 し、 1 ケ 月 後 ま で に 返 送 し

　 　 　 　 　 て も ら う。回 答 は 記 名 式 で 、記 入 法 は 選 択

　 　 　 　 　式 と 記 述 部 分 を 多 く 含 み 、B4 版 で 4 枚 。

　 　 　 　 　 内 容 は 、  就 職 決 定 ま で の 慧 識 、  卒 業 時

　 　 　 　 　 か ら 現 在 ま で の 就 職 動 向 、  現 在 の 仕 事 に

　 　 　 　 　対 す る 満 足 度 、  退 職 経 験 者 の 退 職 理 由 と

　　　　　結 婚 退 職 の ．慣 例 の 有 娵 等 に っ い て 。

皿 　 結 果 と 考 察

1 ．卒 業 時 に お け る 勤 務 の 継 続 に つ い て の 意 識

　 全 体 と し て は 勤 務 の 継 続 に っ い て の 意 識 は 、表 1 に

表 1　 卒業時の 職種別、動務の 継続 につ い ての 意識
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N （％ ）

福 祉施設　　イ呆　@ 育@ 　所　　　幼推園　　　『一・一般企業　　　　　　

十 ア生涯

っ と イ

婚 ま で

出 産ま で

わ か らな い

オそ　の池 8 （33）　25 （27）　 10 （12

　3（　9） 5 （21）　32 （34）　5tl（63）

　 11（33） 3 （　13）

　 14（　15） 5（2

j 　　20（ 22 ）

（ 13）　2 （Z）

i　8 ）　3（ 　9 ） 重

i17 ＞ 　12（3

j 　　　

4〔12 ＞

（19 ）

2（43）

7 （11 ）

5 i22 ） 　9（4） 計 24 （1DO）　　 93 （100）　86（100）　3

i ］ OC ） 　 　236 （ 100 ＞ 示 した よ う に 、

婚するま で が 102 人（ 43 ％ 〉 と 一 一 t 番 多 く 、 出 産

で の 27 人（ il ％ ） と合 わ せ て 54 ％ と な り 、 生

の 仕 事 ． と して ず っ と 続 け た い と考 え て い る 46

（ ！ 9 ％ ） と 比 べ て 、 卒 業 生 が 、 仕 事 よ り 結 婚 を

視
す る 傾 向 が 明 ら か に 示 さ れ てい る 。 こ れ は 一 股 の 女

労 働 者 に 特 萪 な 仕：事 巾 断 理 由 と も 一 致 す る 。 　

種 別 に み る と 、 結 婚 す るま で と答え た 者 は 幼 稚 園

就 職 の 決
ま

っ た 者 が 一番 高 く 、 実 に 63 ％ で あ り 、

ﾛ 育
所 と 一般

業 は、 34 ％ と 33 ％ で 幼 稚 園 の 二 分 の 一 で あ る

　 一 方 、 生 漉 の 仕 事 と し て 継 続 を 望 む 者 は 保 育所

外 の類 祉 施 設 と 保 育 所 に 就 職 する 者に 多 く 3 割 あり
幼稚 幽 と 一 般 企 業 に 就 職 す る 者で は 1 割 と 少 な い 。 ま

、 ・ 一 一 般 企

就 職者 の 特 徴 と し て 、 わ か ら な い と答え た

が 36 ％ と 高 い 02 ． 最 初 に 勤 務 し た 職 場 に 対

る t 一 印 象 　
最初 に 勤 務 し た職 場 に 対 ．す る 第 「

象 に つ い

短 大 時 代 に 描 い たイ メ ージと 比 べ て 、 ど う で あ っ

か
を 調 査 し た 。 　 どの 職 種 に おいて

も同じ く 、 3 割

者 が 大変良 い 第 一 印 象 を も っ て い た 。他 方 、 大 変 悪

bl 　
− t 印 象 を も っ た者 も 、 保 育 所 以 外 の 福 祉

設 で 13 ％ 、

育 所 で 17 ％ 、 一 般 企 業 で 24 ％ あ り 、 幼 稚 園 で は

29 ％ と 3 割 近 く いるo 　 良い 第 一 印 象と し て複

の 者が あ げ た の は 多い 順 に 、   「 先 生 嗣志 の 仲 が

く、 明 る い 感
じ

だ
った

」 （ 9 人 ）、   「 圏 長 の 人 柄 が

心 が 広 く 暖 か である」 （ 6 人）、 「 小 人 数 制 で 一 人一

人 の 子 ど も ． と 接 す ることが で き 、 家 庭 的 で あ る 」 　

6 入 ） 、 　 「担 任 の 飼性 を尊 重 し 、 の び の び 仕事

で き る 」 　 （6 人） 、 　 「 人 闇 関 係 に

下 関 係 が な
い

」 （ 6 人 ） 、   「 園全 体 の 雰 囲 気 が

る く 、 あ た た かい」 　 （ 5 人 ） 等 で あっ た 。

また 、 悪 い 第 一 印 象 と し て は 、   「 職 員 聞 での は り

い や い じめがあ り 、 人間関係 が 悪 い 」 （ 7 人 ） 、  

園 長 と 職 員 の関 係が ギ ク シャ クし て い て 、 職 員 が 冷 た

っ た 」 　 （ 3 人） 、 　 「 経営 者 の 教 育 に 対 す る 姿勢が

ｫ く 驚い た 」 　 （ 3 人 ） 、 　 「 子 ど も と か か わ る こ と

外 の 仕事が多 く 、 プ ラ イ ベ ー ト の 時 闘 が も て ない」　

3
人
）

  園長
と
主任 と の 保 育 方 針 の違 いがみら れ る 」 （2 人 〉 、　 「
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入 〉 等 が 記 述 さ れ た 。

3 ．保 育 職 を 退 職 し た 港 の 退 職 理 由

　 勤 務 を や め た 経 験 の あ る 者 （102 人 ） の 退 職 理 由

を 退 職 し た 勤 務 先 の 職 種 別 に 示 し た の が 表 2 で あ る。

　 「そ の 他 」 の 項 を 除 い て 職 種 別 に 、最 も 多 い 理 由 に

下 線 を つ け た が 、そ れ ぞ れ 、保 育 所 以 外 の 福 祉 施 設 で

は 、　「仕 事 を 続 け る こ と に 周 囲 の 理 解 が 得 ら れ な い 」、

保 育 所 と 幼 惟 園 で は 、　「管 理 者 ま た は 先 輩 と の 関 係 が

悪 い 」 、一股 企 業 で は 、　「仕 事 に 情 熱 が 持 て な く な っ

た 」 で あ っ た 。

　 結 婚 を 契 機 に 退 職 し た 者 の 中 に は 、結 婚 した ら 退 職

す る こ と が 慣 例 と な っ て い る 職 場 も あ る 。 ま た 、 結 婚

後 に お こ る 出 産 や 子 育 て 、家 事 労 働 の 負 担 と い う 結 婚

に 伴 う 身 体 的 、環 境 的 変 化 が 要 因 に な る 場 合 （ア ＋ イ

＋ ウ ） が 保 育 所 以 外 の 福 祉 旋 設 で 25 ％ 、 保 育 所 で 31

％ 、 幼 稚 園 で 33 ％ s
一般 企 業 で 30 ％ と ほ ぼ 三 割 あ

る e

　 ま た、　「仕 事 を 続 け る こ と に 周 囲 の 理 解 が な い 」　（エ ）

が 保 育 所 以 外 の 襦 祉 施 設 で 38 ％ あ った
。

　 次 に 多 い の は 、　「管 理 者 ま た は 先 躍 と の 関 係 が う ま

く い か な い 」 や 「鬪 僚 と の 関 係 が う ま く い か な い 」 と

い っ た 人 間 関 係 が 要 因 に な って い る 場 合 （キ ＋ ク ） で

あ る 。幼 稚 園 が
一

番 多 く 28 ％ で あ り、保 育 所 以 外 の

福 祉 施 設 （25 ％ ）、保育 所 （19 ％ 〉、一・
股 企 業 G2

％ ） と な る。

　ま た 、　「働 く 時 間 が 畏 す ぎ る 」 こ と や 「賃 金 が 労 働

に く ら べ て 安 い 」 と い っ た 労 働 条 件 が 要

因 に な っ て お り 、 幼 稚 園 で 18 ％、保 育

た 」 、　「夫 の 勤 務 地 が 変 った 」 等 の 夫 と の 結 婚 生 活 を

維 持 す る た め に 妻 が 職 場 を 去 る 例 や 「母 の 店 の 手 伝 い

を す る 」、　「祖 母 の 看 病 を す る 」 、　「結 婚 し た 相 手 の

自 営 業 を 手 伝 う 」、　「親 元 の 地 方 へ 戻 っ て 仕 事 を し な

け れ ば な ら な い 」 等 の 家 族 の
一

員 と し て の 役 割 の 都 合

で 職 場 を 去 る 例 が 含 ま れ る 。

4 ．結 婚 退 職 の 慣 例 の 春 無

　 結 婚 を す る こ と が 即 、退 職 を 意 味 す る
．
と い う

．
職 場 は

日 本 に お い て ま だ か な り あ る と い え る Q 男 性 に こ う し

た 慣 例 が 通 用 し な い こ と は 当 然 で あ る が 、女 性 労 働 者

に は こ う し た 慣 例 が 無 言 の 圧 力 で か け ら れ て き て い る

こ と も 事 実 で あ る 。

　現 在 、勤 務 し て い る 者 に 結 婚 退 職 の 慣 例 の 有 無 を 問

う て 、職 種 別 に ま と め た の が 表 3 で あ る 。こ う し た 慣

例 の 宵 る 割 合 は 保 育 所 以 外 の 福 祉 施 設 で 65 ％ 、幼 稚

園 49 ％ 、一般 企 業 48 ％ 、保 育 所 は 平 均 よ り 11 ％

少 な く 33 ％ で あ っ た 1 平 均 し t・

’
44 ％ と し・ う、￥ 数

に 近 い 職 場 で 結 婚 と 向 時 に 仕事を 断 念 して や め て い か

ね ば な ら な い 現 状 が あ る 。

　 女 性 が 働 き 続 り
’
よ う と す る 場 合 、正 面 か ら 必 ず ぶ っ

蝉 女．脚礁 通 の 輝 で あ り・騨 明 文 化 し た もの で

は な く 慣 習 の 形で 不 文 ／／eltし て い る こ と は ・款 隠 れ

た 問 題 と い え．る 。

脚 と 子 育て の 両立 支 聯 制 嘩 難 1ま か 外 自立

し越 性 「es み ．・總 し．た ．騨 者 と
騨 指 輌 で き ・

．
女性鎌 導 者 が 多 く生

．g れ る こ とが 望．ま れ る。　 ．．

表 2 　勤務 をや めた 経喰の あ る者 に よ る退 職 理 由
N （％ ）

所 で 8 ％ の 者 が 退 職 要 因 と し て あ げ て い

る 。中 に は 過 労 や 入 間 関 係 の ス ト レ ス に

よ り健 康 を 謇 し た 者 も．い る。

　 さ ら に 、こ う し た い く つ か の 条 件 の 重

な っ た 職 場 環 境 の 中 で 、　「仕 禦 に 情 熱 が

持 て 夲く な っ て 」 退 職 す る 者 も い る 。短

大で 身 に っ け た 資 格 が 生 か せ な い 一般 企

業 の 場 合 は 、24 ％ が 1 の 理 由 で あ る 。

次 に 保 育 所 が 14 ％ 、幼 稚 園 が 8 ％ あ る。

衙祉施設 保育所 　 幼 稚 園
一

般 企 業 　 計

ア 結婚退 職

イ 出産 ・
子 育 て

ウ 家事 ・育児と仕事の 両立 無理

工 仕事を続け る こ とに周 囲 の 理 解 な し・

2 （25）

3 （38）

5 （14）

5G4 ）
．1 （3）
2．
．
（5）

2 ．（5）

L （3）
7 （19）

．6　（15）　　3　（互3）「
3 （8）　 i （6）

4UO ）　 1 （6）

オ 働 く時間 が長 す ぎ る

力 貨金が安い

キ 管理者 また は先 輩 との 関 係が 悪 い

ク 同 僚 との 開係 が うま くい かな い

ケ 仕事に悄熱 が 持て な くな っ た
．

コ そ の 他

2 （25）

5 （13＞

2 （5＞
墨D （25）

　 　 　 5 （14）
1 （13）　9 （24）

1 （3）

3 （8） ．

6　（15）　　6　（35）　22　（22）

1 （6）
】 （6）

4 （24）

玉4 （14）

u （u ）

．6 （6）
5 （o〕

7 （7）

．3 （3）
20 （2G）

2 （2）

12 （！2）

「そ の 他 」 に 入 る 理 由 の 中 に は ． 不 景 一

気 な 経 済 伏 況 に 伴 う、　「一般 企 翼 で の 業

務 不 振 に よ る 人 員 削 減 」 や 少 子 化 の 社 会

伏 況 に 伴 う x 　「幼 稚 園 の 体 園 、閉 國 、廃

園 」 に よ り退 職 を 余讎無 く さ れ た 者 も 4

人 い る。

　 ま た 、　「夫 と 休 日 が一致 しな い 」 、　「夫

の 時 間 が 不 規 則 」 、　「夫 と 同 じ 職 場 だ っ

二等鬩 8（10D）　37（正OO）　40（100）　17（100）　102（iDO）

表 3　結婚退 職の 慣 例 の 有無
N （％ ）

福祉施設 　保 育 所 　 幼 稚 園 　一般企業 十
二昌π

結婚 退 職の 慣例　有　　11 （65）　　 23（33）　　 25（49）　　 Il （48）　　 70（44）

　　
〃

　　　　　　無辱　　　　6（35）　　　46 〔67）　　　26（51）　　　12（52）　　　90 （56）

計 17（IOO）　　　69 （IOO）　　　5i（100）　　　23（100）　　16⊂｝（IOO）

一 413一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


